










要約 

170 組の母体血,臍帯血に,152組の母乳を加えたペア検体で,不顕性感染によるエンテロウ

イルス中和抗体(NT)価を検討した。 

Coxsackie A16 に対しては母体血清の 145 検体(85.2%)が 4～1024X に抗体をもち,臍帯血の

75.8%が 4～512X に保有していた。一方,ECH018 に対しては母体血の 48.8%,臍帯血の 34.1%

が抗体を保有していた。また母乳の136検体(89.4%)が Cox A16NT価 1～256Xを示し,HCH018

は 32.2%の検体が 1～512X の NT 価を示した。 

母乳中の抗体価が,母体血と同等又はそれ以上の価を示す検体のあることは

Enteromammary Immune Systemよりみて興味深く,また健康新生児の管理における初乳供与

の重要性を示唆する事実と考えられる。 


